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表2-1　DVD『ことばを育てる語りかけ育児（65分）』の概要 表2-2　DVD『応答的保育 第2巻 実際編（40分）』の概要
４．考察
養成校における学生の学び
実践1においては、「子どもの目線・サインに気付く」、
「子どもの気持ちを汲み取る、代弁する」、「子どもと目
を合わせる」、「子どもの言葉を繰り返す」等の記述内容
から、学生達は、実際の映像を見たり、その解説を聞いた
りすることにより、これらの事がなぜ大切なのかを実感と
して理解できたことが窺えた。
「子どもの目線・サインに気付く」（表3）では、「子ど
もが興味のある時と興味のない時の表情が結構違ってび
っくりした」、「子どもの気持ちは表情に出ることが分か
った」、「子どもの目線の先にあるものを読み取ってあげ
ると子どもは生き生きしていた」、「どういうことが子ど
もの目線なのかを理解できた」等の記述や「子どもの一つ
一つの行動にはちゃんと意味があるんだと思った」、「実
際の子どもの映像があったので、とても分かりやすかっ
た」といった感想から、実際の映像を見ることが学生の子
ども理解につながっていると考えられた。
「大人のあり方」では、大人（保育者）が、自分の思い
を子どもに押し付けるのではなく、子どものしたい事を優
先する、子どもに合わせることが大切であり、「大人の何
気ない行動が良くも悪くも子どもの人生に大きく影響す
る」、「大人が大人にならないといけない。子どものよう
な大人だと子どものことが不快になり、虐待につながって
しまう」と記述した学生もいた。「子どもの相手をするこ
とは大事なので、スマホの使用の仕方について考えるべ
き」といった、いわゆる「スマホ育児」を懸念する意見も
あった。学生が、大人（保育者）として子どもにどのよう
に接するべきかを考える機会になったことが窺えた。
また「ポジティブな言葉かけ」については、まとめの最
後でわずかに紹介されただけではあるが、学生達には、例
示された言葉（「お手々洗わないと、おやつあげないよ」で
はなく「お手々洗ったらおやつにしようね」）が印象に残
っていたことが窺えた。「言い方を変えるだけで言われる
方（子ども）の気持ちも全く違う」（表3）のように、子ど
もの気持ちを尊重した言葉かけの大切さについて学生が
理解できたと考えられた。
実践2においては、ことばによる応答の3つのプロセス
（発問・受容・過程）に関する専門的な内容（表2-2）を学
んだことで、学生自身が子どもとの会話の中で活かしてい
きたいという今後の意欲を述べた内容とともに、応答的保
育（特に「過程」の内容）を実践する難しさについての記
述が多く見られた。そして、保育者の役割について「何気
ない会話でも、子どもの力を伸ばせるように、うまく子ど
もの話を引き出すように工夫」、「子どもの言葉を引き出
すために様々な方法を使っている」、「先生が正解を言っ
てしまうのではなく子どもに考えさせることが大事」、「子
どもが自分で思いを伝えられるように質問の仕方を工
夫」、「会話の中にことばを育てる要素をたくさん入れて
いる」等と記述していた。保育者の役割については34の記
述が見られたが、その内の19は映像のような実践を行う保
育者に対して「すごい」という感想を記述していた（表4）。
中には、「先生たちは、流石に練習とかして慣れているん
ですか？それとも年々やって来たからできるんですか？」
との質問を投げかけた学生や「自分もそういった保育者に
なれるか不安」と述べた学生もいた（表4）。そのため、授
業においては、現場の保育者自身も応答的保育について学
んでいる事例を紹介し、今後、DVDで学んだことを意識し
ながら実践していくことが大切であると伝えた。
保育現場において
実践1のDVD①の内容（表2-1）には、「発語や喃語への
応答」、「応答的な触れ合いや言葉掛け」、「応答的な関
わり」等、育児において心掛けるべき大切な内容が多く含
まれている。映像には、実際の親子が何組も登場しており、
親（大人・保育者）としてどのように子どもに向き合い、ど
のような言葉掛けをすればよいかが示されているため、学
生だけでなく、特に乳幼児期の子どもをもつ保護者や3歳
未満児を担任する保育者にとっても参考になる部分が多
い。　
保育者が子どもの気持ちを尊重し、子ども自身が「大切
にされる体験」を積み重ねることが、大人や社会への信頼
感を育むことにつながる。しかし、保育者が日頃子ども達
に投げ掛ける何気ない言葉の中には、保育者自身の考え方
や物事の捉え方が反映されていることが多く、そのような
普段の子どもへの言葉かけが習慣化している場合もある。
そのため、日頃から子どもに対して、否定的ではなく肯定
的な言葉掛けを心掛けること、子どもの気持ちを尊重した
言葉掛けを行うという意識をもつことは、保育者にとって
大切であると考えられる。
実践2のような応答的保育は、必ずしも保育現場におい
て実践されているわけではない。現に筆者は保育者として
の勤務経験があるが、在職当時、応答的保育に関する知識
はなく、子どもの言葉や考える力を育むための十分な専門
性を身に付けているとは言い難かった。筆者と同様な保育
者が少なからず存在していることを考えた場合、保育者養
成に限らず、現職の保育者に対しても、このような内容に
ついて学ぶ機会（研修等）を設けることが望ましいのでは
ないだろうか。
応答的保育は、応答的保育研究グループが過去20年にわ
たって研究してきた子どもの教育・保育において環境か
らの応答性を重視する保育であり、子どもの遊びの中で、
おもちゃや物の応答性をどう考え、準備するか、また保育
者や母親が「ことばによる応答」でどう対応するか、さら
には、心の応答によって共感的心情をどうつくりだしてい
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䛒䜚᪉䠄㻞㻝䠅
㻌Ꮚ䛹䜒䛾Ẽ
ᣢ䛱䜢Ữ䜏
ྲྀ䜛䠄㻝㻠䠅
㻌Ꮚ䛹䜒䛸
┠䜢ྜ
䜟䛫䜛
䠄㻝㻞䠅
㻌䝫䝆䝔䜱䝤
䛺ゝⴥ
䛛䛡䠄㻝㻠䠅
㻌Ꮚ䛹䜒䛾┠
⥺䞉䝃䜲䞁䛻
Ẽ௜䛟䠄㻟㻣䠅
䜹䝔䝂䝸䞊 㻌୺䛺グ㏙ෆᐜ 㻌ᅇ⟅ᩘ
㻌Ꮚ䛹䜒䛜ゝ䛳䛯䛣䛸䜢⧞䜚㏉䛧ゝ䛖䠄┿ఝ䛧䛶ゝ䛖䠅䛣䛸䛿ᮃ䜎䛧䛔䛣䛸䛷኱
ษ䛺䛾䛰䛸ᛮ䛳䛯䚹䛣䜜䛛䜙ᐇ㊶䛧䛯䛔 㻡㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌㉥䛱䜓䜣䛸ྠ䛨ኌ䜢ฟ䛩䛣䛸䛜䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛾➨୍Ṍ䚹䛚ẕ䛥䜣䛜ኌ
䜢ฟ䛩䛣䛸䛷䚸㉥䛱䜓䜣䛜䜒䛳䛸ኌ䜢ฟ䛧䛶䜏䜘䛖䠄ヰ䛧䛶䜏䜘䛖䠅䛸ᛮ䛘䜛 㻟㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌኱ே䛜Ꮚ䛹䜒䛾ゝⴥ䜢䜢䛟䜚㏉䛧ゝ䛖䛣䛸䛿䚸䛭䜣䛺䛻ព࿡䛜䛺䛔䛾䛛䛸
ᛮ䛳䛶䛔䛯䛜䚸Ꮚ䛹䜒䛜ゝⴥ䜢ぬ䛘䛯䜚䚸≀䜢ㄆ㆑䛧䛯䜚䛩䜛䛣䛸䛻䛸䛶䜒䛔
䛔䛣䛸䛰䛸ศ䛛䛳䛯
㻝㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ఱ஦䛻䜒Ᏻᚰឤ䛜኱஦䚹䛚ẕ䛥䜣䛸䛔䜛஦䛜୍␒Ᏻᚰ䛺䜣䛰䛸ᛮ䛳䛯䚹Ꮚ
䛹䜒䛻䛸䛳䛶䛾ẕぶ䛾኱ษ䛥䚸ಙ㢗㛵ಀ䛾㔜せᛶ 㻢㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ꮚ䛹䜒䛿ẕぶ䛜኱ዲ䛝䛺䜣䛰䛺䛸ᛮ䛳䛯䚹ఱ䛛䜢ឤ䛨䜛䛯䜃䛻䚸ẕぶ䛻┠
⥺䜔ᣦ䚸ኌ䛷ఏ䛘䜘䛖䛸䛧䛶䛔䛶ྍឡ䛛䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ぶ䛸Ꮚ䛾㛵ಀ䜢䛖䜎䛟⠏䛔䛶䛔䛟䛻䛿ぶ䛜Ꮚ䛾ၥ䛔䛛䛡䛻཯ᛂ䛧䛯䜚䚸䛧䛶
ḧ䛧䛔䛣䛸䜢ᙉไ䛧䛺䛔䛣䛸䛜኱ษ䛰䛸ᛮ䛳䛯 㻝㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌௒ᚋ䛾ពḧ
䠄㻥䠅
㻌௒ᚋᏊ䛹䜒䛸᥋䛩䜛᫬䛻䛿䚸䝆䜵䝇䝏䝱䞊䜔ᣦ䛥䛧䚸Ꮚ䛹䜒䛾┠⥺䛻㓄៖䛧
䛯ヰ䛧᪉➼䚸㻰㼂㻰䛷ぢ䛯䛣䛸䜢ᚰ᥃䛡䛯䛔 㻥㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ꮚ䛹䜒䛻ゝⴥ䜢⌮ゎ䛧䛶䜒䜙䛖䛯䜑䛻䜖䛳䛟䜚䚸䛿䛳䛝䜚ヰ䛩 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ꮚ䛹䜒䛻ヰ䛩᫬䛻䛿䚸䜖䛳䛟䜚䛿䛳䛝䜚䜢ᚰ᥃䛡䛶䚸Ỵ䛧䛶↔䜙䛪䚸䛭䛾Ꮚ
䛻ྜ䛳䛯䝨䞊䝇䛷ヰ䛩䜘䛖䛻䛧䛶䛔䛝䛯䛔 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌㻰㼂㻰䛿䛸䛶䜒኱஦䛺䛣䛸䜀䛛䜚䛷䚸௒ᚋཧ⪃䛻䛧䜘䛖䛸ᛮ䛳䛯䛣䛸䛜䛯䛟䛥䜣
䛒䛳䛯䚹ึ䜑䛶▱䛳䛯䛣䛸䛜䛔䜝䛔䜝䛒䛳䛯 㻟㻌㻌㻌㻌㻌㻌
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㻌䛛䜙䛰䚸䛣䛣䜝䜢⫱䛶䛺䛔䛸䚸䛣䛸䜀䛿⫱䛯䛺䛔䛸▱䛳䛯 㻟㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ꮚ䛹䜒䛜⯆࿡䜢䜒䛳䛶䛟䜜䛯᫬䚸䛣䛱䜙䛜཯ᛂ䛧䛶䜔䛳䛸Ꮚ䛹䜒䛾グ᠈䛻ṧ
䜛䜣䛰䛸ึ䜑䛶▱䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ꮚ䛹䜒䛿⮬ศ䛾䛣䛸䜢ཷ䛡ධ䜜䛶䜒䜙䛳䛶䛿䛨䜑䛶䚸ே䛾ゝ䛖䛣䛸䜢⪺䛟䛣
䛸䛜䛷䛝䜛䛸ศ䛛䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ꮚ䛹䜒䠄⮬ศ䠅䛸䛚䜒䛱䜓䛰䛡䛷㐟䜣䛷䛔䜛᫬ᮇ䛜䛒䜛䛸ึ䜑䛶▱䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ᐇ㝿䛾Ꮚ䛹䜒䛾ᫎീ䛜䛒䛳䛯䛾䛷䚸䛸䛶䜒ศ䛛䜚䜔䛩䛛䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌䛂Ꮚ䛹䜒䛿≀䜢Ώ䛩᫬䛻䚸ᚰ䜒୍⥴䛻Ώ䛧䛶䛔䜛䛃䛜༳㇟䛻ṧ䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ꮚ䛹䜒䛿䛩䛤䛟⣲┤䛻⾜ື䜔⾲᝟䛷⾲䛩䛾䛷䛸䛳䛶䜒䛛䜟䛔䛔 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ꮚ䛹䜒䛾ឤ᝟䜔⾜ື䜢ㄞ䜏ྲྀ䜛䛣䛸䛿䛸䛶䜒㞴䛧䛔䛸ᛮ䛖 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌⮬㛢⑕䝇䝨䜽䝖䝷䝮䜢ึ䜑䛶▱䛳䛯䚹ຮᙉ䛻䛺䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌୍䛴䜂䛸䛴䛾㐟䜃䜎䛯䛿ືస䛷䛒䜣䛺䛻䜒䛯䛟䛥䜣䛾䜰䝥䝻䞊䝏䛜䛒䛳䛶
䛩䛤䛔䛸ᛮ䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ὀ䠖䠄䚷䚷䠅ෆ䛿ྛ䜹䝔䝂䝸䞊䛾ᅇ⟅ᩘ䛾ྜィᩘ
㻌㐺ษ䛺
ヰ䛧᪉
䠄㻠䠅
㻌䛭䛾௚䛾ឤ
᝿䠄㻟㻟䠅
㻌Ꮚ䛹䜒䛾
ゝⴥ䜢
⧞䜚㏉䛩䞉ྠ
䛨ኌ䜢ฟ䛩
䠄㻥䠅
㻌ぶᏊ㛵ಀ
䠄㻥䠅
表3　DVD『ことばを育てる語りかけ育児』視聴後の学生の気付き・感想等（N =53 複数回答）
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保育方法としての「応答」のあり方について
㻌䜹䝔䝂䝸䞊 㻌グ㏙ෆᐜ 㻌ᅇ⟅ᩘ
㻌Ꮚ䛹䜒䛸ヰ䛩୰䛻䜒ᵝ䚻䛺䝔䜽䝙䝑䜽䛜䛒䛳䛯䛾䛷䚸ᐇ㝿䛻Ꮚ䛹䜒䛸ヰ
䛩᫬䛻ព㆑䛧䛶౑䛳䛶䛔䛝䛯䛔 㻤㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ᐇ⩦䛺䛹䛷䛣䛸䜀䛻䜘䜛ᛂ⟅䜢ព㆑䛧䛶Ꮚ䛹䜒䛸䛯䛟䛥䜣㛵䜟䜚䛺䛜
䜙䚸఍ヰ䛾ᢏ⾡䜢☻䛝䛯䛔䛸ᛮ䛳䛯 㻢㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ꮚ䛹䜒䛸䛣䛖䛔䛖఍ヰ䛜⮬↛䛸䛷䛝䛯䜙䛩䛤䛟Ⰻ䛔䚹ಖ⫱ኈ䛥䜣䛯䛱䛿
Ꮚ䛹䜒㐩䛸⮬↛䛻䛷䛝䛶䛔䛶䚸⮬ศ䜒䛭䛖䛺䜚䛯䛔 㻡㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ఱẼ䛺䛔఍ヰ䛷䜒௒᪥䜔䛳䛯䛣䛸䜢ព㆑䛧䛶Ꮚ䛹䜒㐩䛸ヰ䛩䜘䛖䛻䛧䛶
䜏䛯䛔 㻠㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ꮚ䛹䜒䛸ヰ䛩᫬䚸Ꮚ䛹䜒䛾Ⓨ㐩䛾ຊ䛻䛺䜛䜘䛖䛻ᚰ䛜䛡䛺䛜䜙ヰ䛩䛣
䛸䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䜚䛯䛔 㻟㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌௒ᚋ䛾
ពḧ䠄㻠㻟䠅
㻌Ꮚ䛹䜒䛜⟅䛘䜔䛩䛔䜘䛖䛺㉁ၥ䛜䛷䛝䛯䜙䛔䛔䛸ᛮ䛖䚹Ꮚ䛹䜒䛜ゝ䛳䛯
䛣䛸䜢䛟䜚䛛䛘䛧䛯䜚䚸䛷䛝䛯䛣䛸䜢㈹㈶䛧䛯䜚䛧䛶䚸Ꮚ䛹䜒䛾⮬ಙ䜔ᡂ
㛗䛻䛴䛺䛜䜜䜀䛔䛔䛺䛸ឤ䛨䛯
㻟㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ꮚ䛹䜒䛻ఱ䛛㉁ၥ䛥䜜䛯䜙䚸䛩䛠䛻⟅䛘䜛䛾䛷䛿䛺䛟䚸♧၀䛷䝠䞁䝖䜢
ฟ䛧䛶䚸Ꮚ䛹䜒䛾⪃䛘䜛ຊ䜢ఙ䜀䛩䛣䛸䛾䛷䛝䜛䜘䛖䛻ヰ䛧䛯䛔 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌⩦䛳䛯䛛䜙䛻䛿䛧䛳䛛䜚䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䜚䛯䛔 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ꮚ䛹䜒䛿〔䜑䜙䜜䜛䛸⚾䛯䛱䛜ᛮ䛖௨ୖ䛻႐䜣䛷䛟䜜䛶䛔䜛䛸▱䛳䛯
䛾䛷䚸䛧䛳䛛䜚Ꮚ䛹䜒䜢〔䜑䛯䛔䛸ᛮ䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ಖ⫱ᐇ⩦䛻⾜䛟᫬䜒䚸㐣⛬䛺䛹䜢౑䛔䛺䛜䜙Ꮚ䛹䜒䛸ᴦ䛧䛟䛚䛧䜓䜉䜚
䛧䜘䛖䛸ᛮ䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌᪥ᖖⓗ䛺఍ヰ䛾୰䛷䚸ಖ⫱⪅䛸䛧䛶Ꮚ䛹䜒䛻ᑐ䛩䜛㉁ၥ䜔ᛂ⟅䚸཯
ᛂ䛻䜒Ẽ䜢௜䛡䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䛸ᛮ䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌䛭䛾௚ 㻠㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌Ⓨၥ䜔ཷᐜ䛸㐪䛳䛶䚸㐣⛬䛿䛯䛟䛥䜣䛾✀㢮䛜䛒䛳䛶䝅䝘䝸䜸䜢⪃䛘
䜛䛾䛜㞴䛧䛛䛳䛯 㻞㻠㻌㻌㻌㻌
㻌఍ヰ䞉㉁ၥ䜢⪃䛘䜛䛾䛜㞴䛧䛛䛳䛯 㻝㻜㻌㻌㻌㻌
㻌᫂░໬䛿⡆༢䛻䛷䛝䛯䛜♧၀䜢⪃䛘䜛䛾䛜䛸䛶䜒㞴䛧䛛䛳䛯 㻟㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ឤ᝟⛣ධ䛜㞴䛧䛛䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌᫂░໬䚸♧၀䛿䜘䛟఍ヰ䛾୰䛷౑䜟䜜䛶䛔䜛䛜䚸Ⓨ᝿䛾㌿᥮䛿ᑡ䛧
㞴䛧䛛䛳䛯䚹 㻝㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌㐣⛬䛷䛿䚸᫂░໬䜔♧၀䛧䛛౑䛘䛺䛛䛳䛯 㻝㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌㉁ၥ䛧䛶㏉䛳䛶䛝䛯⟅䛘䜈䛾㏉஦䛜㞴䛧䛔䚹䛯䛰⧞䜚㏉䛩䛰䛡䛰䛸⯆
࿡䛺䛔䜘䛖䛻ឤ䛨䜙䜜䜛䛾䛷䚸Ꮚ䛹䜒䛜ヰ䛧䛯䛔䛸ᛮ䛖䜘䛖䛺఍ヰ䛾ὶ
䜜䛻䛧䛶䛔䛛䛺䛔䛸䛔䛡䛺䛔
㻝㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌⮬↛䛺ὶ䜜䛷䚸♧၀䛛䜙᫂░໬䜈䛴䛺䛢䜛䛾䛜኱ኚ䛰䛳䛯䚹Ꮚ䛹䜒
䛾⪃䛘䜛䛾䜢ຓ䛡䜛䜰䝗䝞䜲䝇䜔Ꮚ䛹䜒䛻ศ䛛䜚᫆䛔ゝⴥ䛻┤䛩᫬䚸
ゝⴥ㑅䜃䛻ᝎ䜣䛰
㻝㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ఱẼ䛺䛔఍ヰ䛷䜒䚸Ꮚ䛹䜒䛾ຊ䜢ఙ䜀䛫䜛䜘䛖䛻䚸䛖䜎䛟Ꮚ䛹䜒䛾ヰ䛧
䜢ᘬ䛝ฟ䛩䜘䛖䛻䚸ᕤኵ䛧䛶䛔䜛䛾䛜ศ䛛䛳䛯 㻢㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ಖ⫱⪅䛿䚸䛔䜝䛔䜝䛺ᛂ⟅䜢⮬↛䛻䛧䛶䛔䛶䛩䛤䛔䛸ᛮ䛳䛯 㻡㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ಖ⫱⪅䛿䚸఍ヰ䛾୰䛷Ꮚ䛹䜒䛾ゝⴥ䜢ᘬ䛝ฟ䛩䛯䜑䛻ᵝ䚻䛺᪉ἲ䜢
౑䛳䛶䛔䜛䛸▱䜚䚸ᮏᙜ䛻䛩䛤䛔䛸ᛮ䛳䛯 㻠㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ಖ⫱ኈ䛾᪉䛜ᬑẁᏊ䛹䜒䛸䛧䛶䛔䜛఍ヰ䛾୰䛻䜒ᵝ䚻䛺ᢏἲ䛜౑䜟
䜜䛶䛔䛶䛩䛤䛔䛺䛸ᛮ䛳䛯 㻟㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌ඛ⏕䛿Ꮚ䛹䜒䛾Ⓨ䛧䛯ゝⴥ䛛䜙༶ᗙ䛻᫂░໬䜔♧၀䛺䛹䜢౑䛳䛶఍
ヰ䛧䛶䛔䛟䛾䛜䛩䛤䛔䛸ᛮ䛳䛯 㻟㻌㻌㻌㻌㻌㻌
㻌඲㒊䛩䛠䛻ඛ⏕䛜ṇゎ䜢ゝ䛳䛶䛧䜎䛖䛾䛷䛿䛺䛟䚸Ꮚ䛹䜒䛻⪃䛘䛥䛫䜛
䛣䛸䛜኱஦䛰䛸ศ䛛䛳䛯 㻞㻌㻌㻌㻌㻌㻌
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表4　DVD『応答的保育』視聴＋ロールプレイ実施後の学生の感想内容（N =54 複数回答）
くか等から構成されている７）。
宮原・宮原（2004）は、自分で気付かないままに、言い
たい事だけを発問という形で次々に子どもに浴びせてし
まう保育者の存在を指摘しており、保育者自身が、発話の
録音、分析を行う中で、自身の保育の欠点を知り、意識的
な実践を行った事例についても報告している。
応答的保育の実践的な出発点として、子どもに対する保
育者自身の発話の録音、録画の分析を行う方法がある。子
どもとの望ましい応答に関して、知識としては理解してい
るつもりでも、実際のやりとりを文章化してみると、「発
問」ばかりで「受容」がない等の傾向が見えてくる。また、
「過程」は一見難しく見えるが、その使い方や技術は決し
て難しいものではなく、その多くは日常的に使っているも
のであるため、無意識のうちに行ってきた子どもに対する
言葉掛けを、「過程」の種類に照らして意識して使ってみ
ること、子どもの気持ちになって対応することが、ことば
による応答（発問・過程・受容を使った対応）が上達する
一つの秘訣であるとされている７）。
保育現場において、応答的保育（表2-2）を実践すること
は、新『要領・指針』が示す方向性と以下の点で合致して
いる。新『要領・指針』では、「幼児期の終わりまでに育
ってほしい姿」として具体的な10の姿を挙げている。その
中の「思考力の芽生え」や「言葉による伝え合い」の力を
育むにあたって、保育者の応答は重要な役割を果たすと考
えられる。「思考力の芽生え」に関しては、「幼児なりに
考える力を伸ばしていく」、「保育者との対話を交えなが
ら、新しい考えを生み出す喜びや楽しさを味わう」ことが
大切であり、「言葉による伝え合い」に関しては、「保育
者の仲介や子どもと保育者との対話が大切」であるとされ
ている８）。保育者が子どもとの対話において、何を重視し、
どのような言葉掛けをしていくか、それによって育まれる
子どもの思考力や言葉による伝え合いの力は大きく異な
ってくることを十分に認識しておく必要がある。
５．まとめ
新『要領・指針』に明記されている「応答的な触れ合い
や言葉掛け」、「応答的な関わり」、「発声や喃語等への
応答」の具体的な方法について、学生達は、DVD視聴によ
り十分に理解できたことが窺えた。映像には、親（大人・
保育者）としてどのように子どもに向き合い、どのような
言葉掛けをすればよいかがロールモデルとして示されて
いるため、学生に限らず、乳幼児期の子どもをもつ保護者
や3歳未満児を担任する保育者にとっても多くの示唆が得
られる。
「応答的保育」は、「自ら学ぶ心」、「自ら行動する心」
としての内発的動機づけを育成する保育であり、その実践
により、子どもは言葉をはじめとする知的能力、物事に対
する興味、自発性、意欲、他者への信頼性が培われていく７）。
そのため、学生に限らず、子どもの保育に携わる全ての大
人（保育者や保護者）が、今回のようなDVD視聴を通した
研修という形で、保育における「応答」の重要性を十分に
認識し、保育方法としての適切な応答技法を理解して実践
していくことは大切であると考えられる。
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